
第11回 4次元時空間情報基盤アーキテクチャ検討会

事務局資料

2025年9月29日
経済産業省

独立行政法人情報処理推進機構（IPA）デジタルアーキテクチャ・デザインセンター（DADC）



2

本日のアジェンダ

1 第10回検討会の主なご指摘および対応状況

2 2025年度の活動方針

3 社会実装に向けた取組

4 成果の公開

5 国際標準化に向けた対応状況

6 今後の進め方

７ ご議論いただきたい論点



3

1. 第10回検討会の主なご指摘および対応状況
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第10回検討会（2025年3月）の主なご指摘および対応状況 1/2
ご指摘事項 対応状況

普
及
促
進

1.普及に向
けた課題

• 実証においてデジタル化コストの課題・技術課題が顕在化
しており、課題解決に向けた検討が重要。

• デファクトを考えると既存の仕組みを空間IDに置き換え、
有効性を示す必要がある。

• 有効性確認の一方で、左記の課題もあり、各領域で既存の
仕組みを空間IDに置き換えるニーズは現時点では無い。

• 領域横断のユースケースが具体化されていないため、空間
IDの活用に課題。

P9-P15
P23-P24
論点1-1

2.実証成果
の広報

• 実証の成果は報告会等で共有されると良い。
• 実証事業で確認した有効性は実証参加企業以外にも認知を
広げるべく、シンポジウムやパネル等で紹介すると良い。

• NEDO実証報告会において成果が公開されている。
• 認知度向上に向けて、講演や展示会等に対応。

P16
P21

3.情報公開 • 事例集は頁数が多く内容のばらつきもあり、わかりづらい。
• デジタル化の取組は様々なところで実施されており、空間

IDに係る取組を連携させることが重要。

• 各事例の概要を表示することでアクセスしやすくし、空間
IDに関連する情報を一元的に提供する情報集約サイトを
構成中。10月に公開予定。

P19

4.空間ID対
応データの
提供

• 空間IDはインデックスであり、データが空間IDで提供され
るなど、使われる環境が重要。コンテンツが増えれば活用
シーンも増え、インセンティブが発生する。

• 不動産情報ライブラリー、地理院地図Vectorなど、空間ID
と組み合わせて活用できるデータは増えており、情報の発
信が重要。

• 空間IDの二次元の空間分割はXYZタイルと同様であり、組
み合わせて活用が可能。事例集や取組状況とあわせて、情
報を一元的に提供する。

• 空間IDによるデータ提供を容易にする環境整備は課題。

P19
論点1-2

5.省庁間
連携

• 国土交通省が進めているPLATEAU・地理空間情報・不動
産ID・建築BIMを一体化する取組との連携が必要。

• 他省庁で使われるには上位計画への位置付けが重要。
• 内閣官房では地理空間情報活用基本計画の見直しを実施し
ており、連携が重要。

• PLATEAU VIEWでは空間ID機能を実装しており、担当者
とは定期的に情報共有を実施。

• 地理空間情報活用推進計画では「空間IDによる４次元時
空間情報の流通・利活用の促進」がシンボルプロジェクト
に位置付け。内閣官房と次期計画に向けた意見交換を実施。

P22

6.ユース
ケース

• データ利活用の新しい領域はユースケース実証と連携する。
• 先行事例は精度や信頼性など管理が課題となったが、普及
に向けてはシビアではないユースケースも検討するとよい。

• NEDO「デジタルライフライン整備事業」およびデジタル
庁「複数モビリティの分散協調運行基盤等の在り方に関す
る実証調査研究」にて空間IDの適用を検討

P9
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第10回検討会（2025年3月）の主なご指摘および対応状況 2/2

ご指摘事項 対応状況

国
際
標
準
化

7.インセン
ティブ

• 標準化したら使用が広がるというものでもないため、どの
ような課題に有効か、どのような効果があるかを共有する。

• 標準化戦略の立案・活用シーンの検討と並行して、講
演等において空間IDの有効性を広報している。

P21
P23-P24

8.エンフォー
スメント

• 普及に向けては空間IDの実装に強制力を持たせると良い。
• 標準化についてもOGC標準からISOとなることで、WTOの
政府調達の協定から参照される。

• 先行事例の課題もあり、現時点では強制的な施策は行
わない。

• 一方で、将来的な空間ID活用が可能な環境整備として
国際標準化は推進。

P26
論点2-1

9.標準化活動 • OGCでは積極的に会議に参加し、空間IDのアピール等に
OGCを活用する。

• 国交省都市局がPLATEAU関連でOGC会員となっているの
で連携が必要。

• OGC会員登録し、標準化WGの編集会議に参加。10月
のmember meetingにてプレゼンを予定。

• 都市局担当者とは定期的に情報共有を実施。

P26

10.極地対応 • 極地対応はどのように使えるかを示す必要がある。
• 現状のアルゴリズムに基づくアプローチがよく、Webメル
カトル図法の投影面の90度回転やローカル空間IDでの定義
が考えられる。

• 極地対応の整備方針および位置付けを整理。
• Webメルカトル図法の回転による仕様案を検討。ガイ
ドライン化に向けて検討を継続する。

P27-P36
論点2-2

体
制

11.技術資料の
更新

• ガイドラインや技術資料は継続的な更新が重要であり、使
い方に合わせて改版していくと良い。

• 技術資料の更新・運用の持続的な推進体制は今年度中
に整備する。

P38
論点3

12.OSSの運用 • 空間ID単独ではなく、既存の取組との連携や開発者コミュ
ニティとの連携・支援が重要。

• GitHubの運用は知見のある技術者が対応するのが良い。

• GitHubの運用は空間IDだけでなくDADCとして検討。
事業者との連携含めて今年度中に整備を予定している。

13.国際標準化
に係る体制

• 国際標準は時間がかかるため、継続的な体制が必要。
• 標準化は主体を明確にし、民間業者への業務委託の活用な
ども検討するとよい。

• 標準化はDADCを主体とし、業務委託による外部リ
ソースを活用。

• 推進体制は今年度中に整備する。
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2. 2025年度の活動方針
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2025年度の活動方針

実証

成果公開

社会実装

主な活動

標準化

詳
細

空間IDの社会実装・普及拡大に向けて活動
■社会実装：過年度の成果を展開し、自律した取組の拡大・継続的な利活用に向けて環境を整備
■成果公開：事例集の更新・英語化、拡張仕様・極地仕様の英語化、情報集約サイトの構築・運用
■標準化 ：国際標準化に係る方針・技術規格の検討、標準化プロセスの整理

FY2021-FY2022
（第1期・第2期）

FY2023
（第3期）

FY2024
（第4期）

FY2025
（第5期）

FY2026～

仕様検討、
実証有用性評価

実証課題対応、
拡張仕様の検討

社会実装に向けた
環境整備

社会実装・普及拡大に向けた活動
社会実装の定着・
国際標準化

FY2022実証
有用性検証と課題抽出

FY2023実証
ユースケース拡大

FY2024実証
先行地域実装評価

デジタルライフライン
全国総合整備計画

(検討)

デジタルライフライン
全国総合整備計画

（実施）

ガイドライン(β版・γ版）
OSS公開

ガイドライン
(1.0版・英語版)

OSS更新

ガイドライン(事例集の更新・英語版の拡充)
情報集約サイト構築・OSS運用

国際標準化
（調査・検討）

国際標準化
（計画の具体化）

国際標準化
（方針検討・技術検討）

国際標準化
（プロセスの推進）

デジタルライフライン全国総合整備計画
（成果の展開）

継続的な更新・運用

自律した取組
との連携
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３．社会実装に向けた取組
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デジタルライフライン全国総合整備計画との連携

• 2024年度「デジタルライフライン全国総合整備計画」アーリーハーベストプロジェクト各領域の空間情報システムにおい
て、空間情報を扱う識別子として空間IDの有用性を評価・検討

• 2025年度は空間IDを共通メタ識別子としての採用を検討

出典：デジタルライフライン全国総合整備計画（概要）より抜粋 出典：経済産業省 デジタルライフライン全国総合整備計画
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ドローン航路領域の概要

浜松市天竜川上空にドローン航路180kmを整備し
配送サービスを開始

秩父エリア送電線上空にドローン航路約150kmを整備し
インフラ点検用途でのサービスを開始

■地上・上空リスクに対する安全で効率的なドローン運航のために、情報配信・安全管理システムを整備
■ドローン航路に係る管理手法やルール等の有効性を確認するために、調査・研究を浜松・秩父で実証
■SDSP等の外部システムの情報を空間ID化し、APIで提供する機能を実装

送電線航路イメージ河川航路イメージ
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• 空間デジタルツイン機能で地形・障害物・電波・人流等の各SDSPのデータを収集し、各データを空間IDによるAPIで提供

• 一方で、領域横断のデータ流通によるユースケースが具体化されていないため、空間IDの活用の観点では課題

ドローン航路領域のシステム構成

UTMS

データ流通システム（A-2） 他ドローン航路システム

ドローン航路システム（A-1）

運航事業者
（オペレーター）

各種関係者

A-1-2
航路画定
（IX）

A-1-4
安全管理
（IX）

予約/分析アプリ
（Geolonia）

GET/PUT

航路運営者

A-1-3
航路予約
（KDDI）

A-1-1
空間デジタルツイン
（SSIL）

A-1-6
外部システム連携
（NTTD）

DIPS

エンドユーザ 外部システム／関係者

ポート管理システム
：VIS（BI）

A-1-7
共通GUI

（NEC/日立）
Internet

A-1-5
ポート・機体管理
（日立）

A-2
ユーザ認証システム
（Cコンソ）

事業者
情報

A-2
データ流通システム
（Cコンソ）

航路

予約

ポート
機体

A-1-6
MQTTブローカー
（NTTD）

A-2
API Gateway
（NTTD）

UI

API

A-1-1
風速・天候情報
登録（NEC）

A-1-1
気象・DIPS情報
登録（日立）

各種関係者

SDSP（API）
(地図/風速・天候/気
象/立入監視)

SDSP(コンソール)
（地形・障害物/電波

/人流）

DIPS
トークン SWIM

SMTP

4次元時
空間DB

事業者
情報

安全管理

空間デジタルツイン
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インフラ管理DX領域の概要

■インフラ管理事業者が持つ設備等データを空間ID形式で統一整備
■空間ID化した地下埋設物位置情報をインフラ管理DXシステムで管理し、埋設物照会、マシンガイダンス、

災害時設備状況共有のユースケースを先行実装地域（さいたま市、八王子市）で実証及び検証

CityGML化された

地下埋設設備

地下埋設設備が存在する場所を

空間IDで表現

工事範囲を地図上で指定し

埋設物の照会を実施

該当エリアに存在する

埋設設備を空間IDで表示

埋設物照会アプリケーション 地下埋設物設備の空間ID表現
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インフラ管理DXのシステム構成
• 各インフラ事業者の地下設備を元に空間IDを発行し、設備単位のUUIDと空間IDを紐付け

• 各ユースケースのアプリケーションにおいて空間ID APIを活用

• 一方で、空間 IDのシステム格納においてはリソースの増大が課題。また、ビジネス観点におけるデータ整備コストも課題

アプリケーション

空間ID利用部分
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自動運転サービス支援道領域の概要

■自動運転の安全走行支援のため、多様な情報を統合・配信する仕組みを実証
■異種データの統合・検索・配信および外部情報流通に空間IDを活用

空間IDを活用した車両情報連携

空間識別子をクエリパラメーターとした

外部データソースの空間情報流通

統合化された

複数情報を

一括配信

走行支援に用いる種々の

外部データを登録・収集
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自動運転サービス支援道のシステム構成

• 保持特性の異なる情報（リンク、座標等）と時間特性の異なる情報を統合化することにより一括して提供

• インデックス化された空間IDおよび道路リンク情報による統合情報を生成し、各アプリケーションに提供

• 一方で、情報統合・配信への空間ID 活用の妥当性および空間ID変換の処理時間が課題

空間ID形式
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■国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が2025年5月2日に開催された
「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業」成果報告会において成果や社会実装に向けた計画が報告
■空間IDに係る実証成果や取組についても報告

NEDO「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業」成果報告会

【空間ID実証例②】
空間ID・3次元空間情報基盤の
活用人材育成に係る特別講座

【空間ID実証例①】
効率的なボクセル化を通じた
空間情報管理手法及びドローン等
自律型移動モビリティにおける
ボクセルの利活用に係る研究開発

出典：NEDO 「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業」成果報告会の開催報告

成果報告会の様子
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４．成果の公開
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■2024年度実証成果の反映：事例集（Appendix-3）

■国際標準化に向けた英語版の整備：ガイドライン（拡張仕様の追記）、事例集

ガイドラインの更新

事例集 事例集 英語版ガイドライン 英語版
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実証事例へのアクセス改善、空間IDに係る情報集約に向けてサイト構成を見直し

■実証事例の各項目に容易にアクセスできる一覧および概要を記載

■今後、事業者の取組や関連データへのリンク等、空間IDに係る情報を集約・一元管理

空間ID関連情報の集約

一覧から事例集の
該当ページへリンク

実証事例一覧

※開発中の画面のため、リリース時には変更となる可能性があります
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DADCとしてOSS情報を集約管理

■DADCが推進するウラノス・エコシステムにおいて「Ouranos Ecosystem Dataspaces Reference

Architecture Model（ODS-RAM）」に関連するライブラリを公開

■4次元時空間IDはODS-RAMにおけるユースケースに位置付け

OSSの管理

ウラノス4次元時空間ID 関連リポジトリ

ウラノス・エコシステム・データスペーシズ 関連 Organization

…

ウラノス・エコシステム・

データスペーシズと相互にリンク
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■8月26日～30日：大阪・関西万博 出展
IPAが出展した没入型体験展示「LIFE 2050パビリオン（Live Anywhere／星の島の夏祭り）」において

「生きたい場所で、生きられる未来」を実現する未来の物流ドローンのデモ機を展示し、
ドローン航路および空間IDの利活用に関する取組を紹介

■9月3日：3D GeoInfo & Smart Data Smart Cities 2025

3D地理情報とスマートシティ技術に係る国際会議において空間IDの取組について講演

■9月6日：地理空間情報分野の標準化に関する公開型情報交換会
地理空間情報分野の標準化に関わる情報交換会においてDGGSに関する取組をテーマにパネルディスカッションを実施

■10月14日～17日：CEATEC 2025 出展予定
■2026年1月29日～31日：G空間EXPO2026 出展予定

普及広報活動

IPAの取組やめざす未来像を題材にした屋台を展示 「空とぶ宅配便」をコンセプトにドローンを展示

出典：IPA 大阪・関西万博2025 LIFE 2050 Pavilion “Live Anywhere / 星の島の夏祭り”

空間IDパネル大阪・関西万博におけるIPA展示
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PLATEAU VIEW 4.0に実装された可視化機能を元に空間IDの紹介等に活用
■霞が関ビルディング（DADCオフィス）の空間IDの可視化例

ズームレベル18： 18/0/232832/103235 ～ 18/1/232832/103235 ※霞が関ビルディングを含む空間ボクセル

ズームレベル20： 20/4/931331/412940 ※会議室周辺

PLATEAU VIEWによる空間IDの可視化

出典：PLATEAU VIEW

ズームレベル18(ボクセルサイズ約124m)

地上：18/0/232832/103235

上空：18/1/232832/103235

ズームレベル20(ボクセルサイズ約31m)

地上：18/0/232833/103235

上空：18/1/232833/103235

20/4/931331/412940



23

• 様々な空間データは各分野に最適化された形式で管理されており、分野を超えたアクセスには課題
• 空間データを共通の識別子である空間IDに関連付けることで、データの統合や検索が容易になる

空間ID活用による効果

アクセス

連携Format Y
Data 

B

Format Y
Data 

C

Format Z
Data 

D

Format Z
Data 

E

Format X
Data 

A

空間ID

Format Y
Data 

B

Format Y
Data 

C

Format Z
Data 

D

Format Z
Data 

E

Format X
Data 

A
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空間IDの普及により目指す未来

• 空間IDを共通識別子とし、領域を超えて空間情報を流通する仕組みを構築
• 分野やユースケースにより異なる様々な空間表現を空間IDで結合し、多種多様な情報を流通・利活用

各領域で異なる空間情報の管理 空間IDを共通識別子として使用AsIs ToBe

データ流通・利活用による価値創出

都市 エネルギー 製造 モビリティ 災害

Unexpected needs

都市 エネルギー 製造 モビリティ 災害

・・・位置 気象 人流 事故 イベント
ベース

レジストリ

情報の結合

情報の結合

・・・位置 気象 人流 事故 イベント
ベース

レジストリ

情報の連携に課題
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5. 国際標準化に向けた対応状況
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国際標準化に向けた対応状況

Open Geospatial Consortium（OGC）において標準化活動を推進

■OGC Membershipに登録し、Discrete Global Grid Systems Standard Working Group

（DGGS SWG）の編集会議に参加を開始

■10月に開催されるOGC Member MeetingのDGGS DWGセッションで空間IDについて講演を予定

■2027年度OGC標準化を目標※地理空間情報の活用推進に関する行動計画（G空間行動プラン）で設定

■活動はDADCを主体とし、効率的に進めるために業務委託による外部リソースを活用

標準化に関連する技術文書 ステータス

Part1 Core Reference system and Operations and Equal Area Earth 
Reference System

published

Part2 * Three-dimensional and equal-volume Earth Reference System draft

Part3 * Spatio-temporal Earth Reference System draft

Part4 Axis-aligned RS with all zone edges parallel to the base CRS’s axes draft

* 空間IDの標準化ターゲットとして検討
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課題：極地域対応について ※第10回検討会資料 再掲

• 空間IDが地図範囲の定義で採用するWebメルカトル図法は北南緯85.0511度以上のエリアはカバーして
いない

• DGGSは地球全体のカバーが要件となるため、空間IDにおいて極地域の検討が必要

Esri UK, Esri, TomTom, Garmin, FAO, NOAA, USGS

北緯85.0511度以上のエリア

（直径:約1,100km）

北極を中心とした正距方位図法による表現
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参考：Webメルカトル図法

現行の空間IDはWebメルカトル図法の定義範囲を
全体範囲とする

⚫ メルカトル図法・Webメルカトル図法

⚫ メルカトル図法は、元々は航海のための正確な磁針方位

を表示するために作成された正角円筒図法である。

⚫ この図法の特徴は、局所的なすべての形状が正確で、無

限小スケールで適切に定義されている点である。

⚫ 1569 年に Gerardus Mercator によって提案された。この

図法の Web メルカトル版は、Web マップおよびオンラ

インサービスのデファクト スタンダードになっている。

⚫ Webメルカトル図法は地球全体を正方形で表現しており、

分割しても正方形のままという特徴がある。

⚫ 空間IDの定義範囲

⚫ 空間IDの水平方向はWebメルカトル図法で定義されてい

る地図範囲（赤枠）を全体範囲として定義している。

⚫ [東西方向]…西経180°～東経180°[360°]

⚫ [南北方向]…南緯85.0511°～北緯85.0511°

⚫ 北緯/南緯85.0511°以上のエリアは対象外となる。

出典:[URL] https://www.wingfield.gr.jp/archives/4294/2

＜北半球＞

[西経]180～0°/[東経]0～180°

[北緯]0°～85.0511°

＜南半球＞

[西経]180～0°/[東経]0～180°

[南緯]0°～85.0511°
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極地域の仕様に関する各方式の比較
現行方式の整合性・流用性を重視し、横メルカトル図法を候補として仕様を検討

比較項目 横メルカトル図法 ローカル空間ID ユニバーサル極心平射図法

特徴
(各図法の定義)

円筒(投影面)を地球の赤道に接するよう縦置きに定義した
メルカトル図法に対して、地球の子午線(経線；本初子午
線など)に接するよう(横置き)に定義

空間IDを拡張し、屋内や移動体内部の局所的な範
囲のための空間表現として定義(原点位置を指定し、
サイズと回転角で規定)

地球の楕円体モデルをWGS84で定義し、投影方式
は極平射図法であり、視点は反対側の極に置く正角
図法として定義

地図表現の分かり易さ
(極地での地図の歪み) △

理論上は正角図法であるが、
地図表現としては歪みを含む

（極地に最適化された地図表現ではない）
×

Webメルカトルでの表現は歪みが大きいため、
Webメルカトル以外の図法(投影面)を

新たに定義する必要がある。
○

正角図法であり、経線は中心からの放射状の
直線、緯線は同心円となり、分かり易い。
（極地に最適化された地図表現）

表記の分かり易さ
(Z/F/X/Yの表記を踏襲) ○

北極・南極を1枚の地図で表現でき、
Z(ズーム)のマイナス表記で区分可能

△
北極と南極で分けて定義する必要があり、
Z値の+/-の区分だけでは表記できない

△
北極と南極で分けて定義する必要があり、
Z値の+/-の区分だけでは表記できない

計算の容易性
(計算方法および運用管理方法) △

概念の理解(円筒面に投影)は容易であるが、
級数展開が必要となり、計算はやや複雑

○
投影面を決めれば計算は容易

（計算は容易だが、運用面で難あり）
○

球体(真球)を平面に投影するので、
計算自体は比較的に容易である

流用性
(現行方式の再利用) ○

投影方法および計算方法は、空間IDと同じ方式
（円筒の向き以外は共通）

○
計算自体はローカル空間IDと同じだが、

広域への適用には課題
△

現行の空間IDとは異なる
計算方式を新たに定義

オープン性
(広く一般に公開されている
 国際標準としての透明性)

○
「ガウス・クリューゲル図法」として広く知られており、

UTM図法として国際標準となっている
△

空間IDガイドラインを公開しているが、国際標
準化はされていない

○
「平射図法」として一般的なものであり、

国際標準となっている

仕様のわかりやすさ
(方式に対して仕様が自明) ○

現行の空間IDの投影の向きを変更するだけなので、
ボクセルのサイズやIDの計算は現行方式を踏襲

×
複数の組合せで表現可能なため、

原点位置・サイズ・回転角の定義が必要
△

極地と現行方式のボクセルサイズの
関係性を新たに規定する必要がある

イメージ図
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横メルカトル図法による極地仕様 1/2

Webメルカトル図法は投影面の円筒を地球の赤道に接する縦置きの定義に対し、横メルカトル図法は地球

の子午線に接するよう横置きに定義

■中央子午線に設定した地域の歪みを最小限に抑えることができ、本仕様では中央子午線に本初子午線

(経度0度)を設定

■本仕様では入力データの測地系(Datum)はWGS-84を前提とし、投影元の地球モデルはWebメルカトル

と同様に地球を半径6,378,137.0 mの真球とした計算式を使用

Webメルカトル図法と横メルカトル図法の概念図

Webメルカトル図法 横メルカトル図法現行仕様の空間ID 極地仕様の空間ID

出典：Webメルカトル図法<https://www.wingfield.gr.jp/archives/4294> 横メルカトル図法<https://www.wingfield.gr.jp/archives/12068>

https://www.wingfield.gr.jp/archives/4294
https://www.wingfield.gr.jp/archives/12068
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横メルカトル図法による極地仕様 2/2

■極地仕様は、現行の仕様(Webメルカトル図法)がカバーしない北緯/南緯85.0511度を超えるエリアを対象

■下記の図において、赤の点線で示したエリアがそれぞれ極地に該当

緯度経度座標Webメルカトル図法 横メルカトル図法
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ローカル空間IDによる極地仕様 1/2

⚫ローカル空間IDの要件定義

⚫ 原点を「緯度/経度/標高」で指定して位置を特定する。

⚫ サイズと回転角を定義して範囲を特定する。

⚫ローカル空間IDを用いた極地対応の課題

⚫ 極地を地図上で表す場合、原点の位置によって北方向が

異なる。（右図の例では極地(図の中心)が北向き）

⚫ [課題1]…地図の北方向を0°とした回転変換が煩雑

(原点を取る場所で回転角が変わる)

⚫ [課題2]…極地を原点とすると北方向が定義できない。

⚫ [課題3]…ローカル空間IDは地図を平面とみなせる

局所的な範囲への適用を想定したもの。

(図のような広範囲への適用は想定していない)

原点(回転中心点)

回転変換

(225°回転させる)

⚫ローカル空間IDの座標定義情報
⚫ ローカル空間IDは以下の要素で定義され、

グローバル空間との対応付けが可能となる。
⚫ (1)定義範囲の１辺の長さ[m単位]

⚫ (2)原点[回転中心]の位置

(緯度・経度・標高)

⚫ (3)回転角(オイラー角)[度単位]

⇒[Z軸まわりの回転角(ψ )](X-Y平面)
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ローカル空間IDによる極地仕様 2/2

北緯85.0511度以上のエリア

（直径＝1辺:約1,100km）

をローカル空間ID範囲とする

Esri UK, Esri, TomTom, Garmin, FAO, NOAA, USGS経度0の北緯85.0511度でローカル空間IDの辺と接する

原点は右下（東経45度線上）、

回転角は135度（45＋90）

北極点から原点までの距離は

ローカル空間IDの対角線の半分

777.7km（1,100km × √2 × 1/2）

■極地域のローカル空間IDの定義範囲（北極の例）
※ローカル空間IDの定義範囲は北極を中心に回転可能だが
便宜上以下のように設定

135度回転

＜空間IDの定義範囲：北半球＞

↓経度0 ↓東経45度
■webメルカトル図法でのローカル空間IDのイメージ

135度回

転

＜空間IDの定義範囲：北半球＞

■実際の領域のイメージ ↓経度0 ↓東経45度

⚫ローカル空間IDを用いた極地対応の地図上での表示

⚫ 極地を中心とした地図ではローカル空間IDの原点・定義

範囲は如何様にも設定が可能。（左下図）

⚫ ローカル空間IDの原点・定義範囲の回転変換をWebメル

カトル図法で表示すると右上図のようなイメージとなる。

⚫ 実際の領域は高緯度の東西方向すべてをカバーする右下

図のようなイメージとなる。
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参考：ローカル空間ID

ローカルマップについては、事業者が独自に座標定義を行っているために共通性が担保されていない。
ここでは座標定義(原点[回転中心]＆回転角)が共通となるローカル空間IDを定義することで共通化を図る。

⚫空間分割方式
⚫グローバル空間IDと同じ概念・ロジックに基づく

相互運用性、コードの再利用性などから「全体範
囲定義方式」を採用し、ローカル空間の全体範囲

を定義し、グローバル空間IDと同じロジックで、
3次元空間にて8分割を繰り返す。

⚫座標定義情報
⚫ローカル空間IDは以下の要素で定義

され、以下の情報によりグローバル
空間との対応付けが可能となる。
⚫ (1)定義範囲の１辺の長さ[m単位]

⚫ (2)原点[回転中心]の位置
(緯度・経度・標高)

⚫ (3)回転角(オイラー角)[度単位]

⇒[Z軸まわりの回転角(ψ )](X-Y平面)

X

Y

X

Y

X

Y

ローカル空間ID
[共通管理用]

（共通；原点＆回転）

ローカルマップB
(屋内管理用地図)
[原点＆回転-B]

ローカルマップA
(屋内管理用地図)
[原点＆回転-A]

ズームレベル0
（ローカル空間の全体範囲）

ズームレベル1 ズームレベル2
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ユニバーサル極心平射図法による極地仕様

極地域に適した投影法の地図上にて、南北緯85.0511度以上の地域を包含する矩形領域を定義し、ズームレベルが増
えるごとに4分割を繰り返す。

⚫ ユニバーサル極心平射図法での空間ID

⚫ 南北緯85.0511度以上の地域を包含する矩形領域を定義

1辺の長さ≒1,111.2km ⇒ ズームレベル5相当の大きさ（右表）

⚫ 極地域の全体範囲をズームレベル5と規定し、ズームレベルが1増えるごとに8分割

（平面4分割＆鉛直2分割）を繰り返す ※ズームレベル4以上は規定しない

⚫ 現行の空間IDと重複する部分（円の外側＆矩形の内側）は現行の空間IDで定義）

■ユニバーサル極心平射図法での極地対応（北極の例）

南北緯85.0511度以上の地域を包含する円の直

径（矩形領域の一辺の長さ）は、約1,111.2 km

ズームレベル5 ズームレベル6 ズームレベル7
重複部分は現行の空間IDで定義

■空間ボクセルのサイズ例（緯度0度）
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極地仕様の位置付けおよび今後の計画

現行仕様と極地仕様は以下の表記で区別する

■現行仕様： z/f/x/y

■極地仕様： - z/f/x/y ※冒頭（ズームレベル）にマイナス符号を付与することで現行仕様と区別

現行仕様（webメルカトル）と極地（横メルカトル）は排他的ではなくオーバーラップを許容する

■緯度経度 ⇒ 空間ID

・webメルカトルの範囲は現行仕様の空間IDに変換する

・極地（webメルカトルの範囲外）は極地仕様の空間IDに変換する

・ただし、極地であることが明示された場合は範囲に関わらず極地仕様の空間IDに変換する

検討状況および今後の計画

■DADCによる検討を元にガイドライン検討案を作成

■極地仕様の計算式と実装方針の妥当性、および、現行の空間IDとの連携・境界の扱いは継続検討

■検討結果を元に年内を目途で極地仕様を追加したガイドラインを作成を予定しており、改めて

ご確認をお願いしたい。



37

6. 今後の活動
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今後の活動

活動成果
■ガイドライン1.0版を策定し、技術仕様や空間ID対応システム等、活用のための情報を整理・公開
■実証におけるユースケース等で有効性を確認
■PLATEAU VIEWや高松市地理空間データ基盤など、関連する取組が徐々に広がり

課題
■現時点では空間情報の流通に係る領域横断のユースケースが具体化されておらず、また、既存の
仕組みを空間IDに置き換える妥当性がないことが課題

活動方針
■関連する取組との連携、フォローを継続
■将来的な空間情報の活用を見据え、国際標準化を推進
■持続的な普及促進および国際標準化の達成に向けた体制の整備

施策
■検討会 ：第11回（本日）、第12回（第4四半期を予定）
■国際標準化：標準化規格案の作成、標準化プロセスの整理および推進体制の構築
■成果の公開：成果物（ガイドライン・事例集・OSS）の運用体制の構築
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7. ご議論いただきたい論点



40

ご議論いただきたい論点

⚫論点1：普及促進

⚫ 1-1：領域横断の空間情報の流通によるユースケースの具体化に向けたアプローチ

⚫ 1-2：空間IDによるデータ提供を容易にする環境整備

⚫論点2：国際標準化

⚫ 2-1：国際標準化における戦略・活動方針および標準化プロセスの効率的な推進

⚫ 2-2：極地仕様案の検討方針および技術仕様

⚫論点3：継続的な推進体制

⚫普及促進および国際標準化の達成に向けた体制

以下についてご意見・ご助言をいただきたく、よろしくお願いいたします。



デジタルアーキテクチャデザインセンター

https://www.ipa.go.jp/dadc
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